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Ⅱ 東大和市における特別支援教育の現状 

 

東大和市には、市立小学校１０校、市立中学校５校の計１５校があります。 

 

児童・生徒一人一人の多様な教育ニーズや発達の状態等に応じた教育を行う

ために、少人数学級で個別指導を中心とする特別支援学級（固定制）、学習面や

行動面の課題または言葉の発達の課題に対して一部の特別な支援を週１回程度

行う通級指導学級・特別支援教室を設置しています。 

 

児童・生徒一人一人には、それぞれの課題や特性があります。通常の学級では、

学校生活の様々な場面で苦手とすることがあります。支援を必要とする児童・生

徒の把握と支援、情報を共有するシステムとして各学校に「校内委員会」を設置

し、特別支援教育の中心的な役割を担っています。 

 

児童・生徒及び保護者の特別支援教育に対するニーズは高まっています。  

児童・生徒の支援のためには発達障害等の早期発見・早期支援が重要とされて  

いることから、幼稚園・保育施設等への巡回相談や乳幼児健康診査による早期発

見、教員の特別支援教育の理解や指導力向上による早期支援の強化に取り組ん

でいます。 

 

各学校では特別支援教育の推進に向けて様々な取組を行っています。「ユニ 

バーサルデザインを取り入れた学級づくり」では、どの児童・生徒にも安心感を

与え、落ち着いた学校生活を送るための視点を整理し、活用しています。また、

学校生活支援シート等の作成による児童・生徒の実態把握に努め、学校内におけ

る支援体制の充実を図っています。 

 

 

児童・生徒が学校生活で困っていること（例） 

 授業中、立ち歩く・着席していても常に
体が動くなど、学習に集中できない。し
ゃべることをやめられない。 

周りのみんなと、どう付き合

って良いか分からない。 
考える力はあるのに、算数だけでき
ない。四則計算が定着しない。 

不器用であったり、運動が苦手で

あったりして学校生活に差し障
りがある。 
マットや跳び箱、ボール運動がう

まくできない。 

こだわりがあって、切り替えがうま

くできない。 
新しいことに対して不安がある。 

考える力はあるのに、文
を読んだり書いたりす
ることが苦手。 



 

10 

 

１ 特別支援学級等の設置状況【小学校】 

（１）特別支援教室：全校実施 

 在籍学級での学習におおむね参加できているものの、行動面や一部学習のつまずき

があり、個別に改善・補充を必要とする児童が対象です。 

在籍する学校の特別支援教室で指導を受けます。 

拠点校 巡回校 グループ名称 

第二小学校 第八小学校、第十小学校 くぬぎグループ 

第六小学校 第三小学校、第四小学校、第五小学校 けやきグループ 

第七小学校 第一小学校、第九小学校 ななもりグループ 

（２）ことばの教室（通級制）：１校設置 第七小学校 

 在籍学級での学習に参加でき、ことばの発達に課題があり、特別支援教室、特別支

援学級での指導が不要な児童が対象です。市内すべての小学校に在籍する児童が対象

となり、第七小学校に週１日６０分程度通級して、課題に応じた指導を実施します。 

（３）知的障害学級（固定制）：２校設置 第三小学校、第九小学校 

 軽度の知的発達の遅れがあり、日常生活を営むのに一部援助が必要で、学習では文

章を読んで短くまとめるなどが困難な児童を対象としています。 

少人数学級で個々の課題に応じた教育を実施します。 

 

 図１ 東大和市立小学校の地図 
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 ２ 特別支援学級等の設置状況【中学校】 

（１）特別支援教室：全校実施 

 在籍学級での学習におおむね参加できているものの、行動面や一部学習のつまずき

があり、個別に改善・補充を必要とする生徒が対象です。 

在籍する学校の特別支援教室で指導を受けます。令和４年度までは第二中学校及び

第三中学校を拠点校としていましたが、令和５年度から中学校における統一した指導

体制の整備等を目的に、拠点校を第二中学校に集約しました。  

拠点校 巡回校 グループ名称 

第二中学校 
第一中学校、第三中学校、 

第四中学校、第五中学校 
ステップ教室 

（２）知的障害学級（固定制）：２校設置 第一中学校、第五中学校（７組） 

 軽度の知的発達の遅れがあり、日常生活を営むのに一部援助が必要で、学習では 

文章を読んで短くまとめることなどが困難な生徒を対象にしています。 

少人数学級で個々の課題に応じた教育を実施します。 

（３）自閉症・情緒障害学級（固定制）：１校設置 第五中学校（８組） 

 他人との意思疎通や対人関係の構築に課題があり、特別支援教室の指導だけでは、

在籍学級での学習成果を向上させることが困難な生徒を対象にしています。 

少人数学級で個々に応じた環境調整及び指導を受け、課題に応じた教育を実施しま

す。 

 

図１ 東大和市立中学校の地図 
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 ３ 特別支援学級等の児童・生徒の在籍状況（令和４年度～６年度） 

（１） 特別支援教室（各年度ともに４月７日時点） 
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31

27

16

27

23

16

22

16

第二小学校 第八小学校 第十小学校

くぬぎグループ

令和４年

令和５年

令和６年

10

15
13

24

14
13

16

22

19

14

22
20

第六小学校 第三小学校 第四小学校 第五小学校

けやきグループ

令和4年

令和5年

令和6年

単位（人）

21

18
19

18
19

15
16

19

11

第七小学校 第一小学校 第九小学校

ななもりグループ

令和4年

令和5年

令和6年

単位（人）

単位（人） 
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（２）通級指導学級（各年度ともに４月７日時点） 
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11
12

13

3

11

13
14

12

7

14

17

12

第二中学校 第一中学校 第三中学校 第四中学校 第五中学校

ステップ教室

令和４年

令和５年

令和６年

単位（人）

22

24

25

第七小学校 ことばの教室

令和４年

令和５年

令和６年

単位（人）
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（３）特別支援学級（各年度ともに４月７日時点） 

 

（４）特別支援学校（各年度ともに４月７日時点） 

 

24

32

16

21

5

27

36

21

26

11

29

38

21

27

16

第三小学校なかよし学級 第九小学校わかば学級 第一中学校I組 第五中学校７組 第五中学校８組

特別支援学級

令和4年

令和5年

令和6年

単位（人）

38

22

2

40

23

3

47

20

2

羽村特別支援学校(知的障害） 村山特別支援学校（肢体不自由） 立川学園（聴覚障害）

特別支援学校 （小・中学校）

令和４年

令和５年

令和６年

単位（人）
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４ 学校における校内委員会の取組 

  支援を必要とする児童・生徒の実態について、学校全体で共通理解を図ることを

目的に、支援の方向性や支援方法等を検討しています。 

（１）校内委員会とは 

校内委員会は、支援が必要な児童・生徒の在籍学級での支援状況等の情報を集約し

て実態を把握し、支援レベル（※）の見極めや支援方法、特別支援教室での指導目標

等について、巡回指導教員や巡回相談心理士等の意見も踏まえ、様々な観点から協議・

検討を行います。また、多様な支援策の検討、特別支援教育を取り入れた支援の進め

方の確認、特別支援教室退室に向けた指導状況等の確認を行います。 

校内委員会の委員構成は、管理職をはじめ、在籍学級担任等、特別支援教育コーデ

ィネーターや養護教諭等、学校の実態に応じて適宜必要な教職員が参画するほか、巡

回指導教員、巡回相談心理士やスクールカウンセラー等で構成されています。 

 校内委員会の具体的な流れは、まずは担任の気付きによって、児童・生徒一人一人

の行動や様子の変化等を捉え、生活上又は学習上の困難さについて把握します。その

後、支援や配慮が必要となる可能性がある児童・生徒の実態把握を行い、校内委員会

で情報を共有するとともに、支援の方針について検討し、必要に応じて具体的な支援

策を決定します。支援策の実施後、児童・生徒の様子について経過観察を行い、必要

に応じて他の支援策等を検討し、困難さの改善や軽減を図ります。 

その他、校内委員会では、支援策や特別支援教室の指導に対する効果の評価も行い、

児童・生徒が抱える困難さの改善を目指します。なお、困難さの改善には、学校のみ

で考えるだけでなく、児童・生徒本人やその保護者とともに共通認識を持って取り組

むことが重要です。 

（２）校内委員会を組織する教職員 

《管理職（校長・副校長）》 

校長は、特別支援教育の実施責任者として、リーダーシップを発揮しつつ、学校経

営の柱の一つとして、特別支援教育の充実に向けた学校内での校内支援体制の整備を

推進します。 

《在籍学級担任等》 

児童・生徒が抱える困難さやその改善状況等を十分に把握し、在籍学級において適

切な指導・支援を行います。対象の児童・生徒の困難さを適切に把握し、特別支援教

室での指導の内容や目指すべき児童・生徒の姿について理解した上で、在籍学級にお

いて関わり、支援することが重要です。 

《巡回指導教員》 

特別支援教室における指導だけでなく、在籍学級における児童・生徒の行動観察や

必要な配慮等に係る助言、在籍学級担任等との情報共有・連絡調整、校内委員会や支

援会議への参画等を担当します。 
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《特別支援教育コーディネーター》 

校長が指名した教員で、学校内における特別支援教育の推進役として、校内委員会

の企画・運営を担います。また、校内だけでなく、関係機関との連絡調整等や保護者

に対する学校の窓口として対応します。 

《養護教諭》 

児童・生徒の保健管理、保健教育を行う教員。多様なアプローチが求められ、重要

性が高まっている保健に関して専門的見地より助言します。 

《学年主任》 

 学校内の学年所属教員のリーダーとなる教員。学年運営での児童・生徒の指導方法

を教員に指導します。 

《スクールカウンセラー》 

児童・生徒の発達や適応等の問題に関して、専門的な知識と臨床経験を有します。 

《特別支援教室専門員》 

特別支援教室が設置されている学校１校につき１人配置され、巡回指導教員等と 

連携して特別支援教室の円滑な運営に必要な業務を行います。 

《巡回相談心理士》（東京都教育委員会から派遣） 

東京都の事業により、公立小・中学校に巡回している臨床発達心理士等で、特別  

支援教室が設置されている学校１校につき年間４０時間巡回する。特別支援教室の対

象児童・生徒が必要とする指導や支援を受けられるようにするため、対象児童・生徒

が抱える困難さを的確に把握し、その困難さに対応した専門的指導を実施するための

助言を行う役割を担います。 

《巡回相談員》（東大和市教育委員会） 

臨床心理士等の資格を有し、学校や就学前機関に訪問して行動観察を行い、児童・  

生徒の困っている様子を把握して、学校に伝える役割を担っています。就学相談も 

受け、内容に応じて心理検査を実施します。 

《巡回指導員》（東大和市教育委員会） 

特別支援教育士等の資格を有し、学校内での特別支援教育全般に関して助言等の支

援を行います。 

 

※ 表１ 発達障害等のある児童・生徒への支援のレベル 

支援レベル１ 
巡回指導教員や巡回相談心理士の助言に基づく、在籍学級担任等の指導法の工

夫等により、児童・生徒が抱えている困難さへの対応が可能と思われる程度 

支援レベル２ 
校内・外の人的資源等を活用することにより、児童・生徒が抱えている困難さへの

対応が可能と思われる程度 

支援レベル３ 特別支援教室での特別な指導が必要と思われる程度 
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小学校における校内委員会の流れ 

 

就学支援シートの作成・提出 

幼稚園・保育園 

巡

回

相

談

に

よ

る

支

援 

就学支援シート 

行動観察 

校内での気付き 

情報収集 

学年進行 

   校内委員会 ステップ①【気付きのまとめ・実態把握】 

保護者と面談・学校生活支援シートの作成 

小学校 

次年度への引継ぎ、中学校への引継ぎ 

校内委員会 ステップ②【個別のニーズに応じた教育支援】 

特別支援学校・ 

特別支援学級（固定制） 

での教育支援 

校内支援体制による教育支援 

生活指導 不登校支援 

スクール 
カウンセラー対応 教育相談 学習支援 

支援員の配置 

特別支援教室・ 

通級指導による 

教育支援 

個別指導計画の作成・活用・支援の評価 

在籍学級での 

教育支援 

校内委員会 ステップ③【支援の評価・ふり返り】 


